
畜産・水産分野における薬剤耐性対策
【２，２５９（２，１１８）百万円の内数】

対策のポイント
薬剤耐性対策アクションプランに沿った取組を推進するため、畜産･水産分

野における薬剤耐性菌の監視・動向調査を強化し、抗菌剤の慎重な使用に関
する研修等を実施するとともに、ワクチンや代替薬の開発等を支援します。

＜背景／課題＞
・抗菌剤が効かない薬剤耐性菌が原因の感染症による死亡者が、このままでは2050年に

は世界で約1,000万人に及ぶとの推計があるなど、薬剤耐性が国際的な問題となって
います。

・抗菌剤はヒトだけでなく、家畜等にも使用されますが、その使用には薬剤耐性菌の発
現リスクもあり、畜産物等を介してヒトに影響することも懸念されています。

・このような中、本年４月に関係閣僚会議において、我が国の「薬剤耐性対策アクショ
ンプラン」が決定され、畜産･水産分野においても、同プランに沿って薬剤耐性対策
を推進することとなりました。

政策目標
我が国の薬剤耐性対策アクションプランに沿った取組を推進し、薬剤耐性

菌の発生を抑え、国産畜水産物に対する消費者の信頼確保に貢献します。

＜主な内容＞
１．監視・動向調査の強化、抗菌剤の慎重な使用に関する研修等の実施

２７９（２４９）百万円の内数
（１）薬剤耐性菌の発現の動向を的確に把握し、監視するため、家畜、養殖水産動物及

び愛玩動物における動向調査を強化します。
また、そのために必要な高度分析機器を、動物医薬品検査所に導入します。

（２）畜産の生産現場における抗菌剤の慎重な使用の取組を推進するため、抗菌剤の使
用実態を調査するとともに、獣医師、生産者等に対する研修等を実施します。

委託費
委託先：民間団体等

事業実施主体：動物医薬品検査所

２．ワクチンや代替薬等の開発・実用化の促進 ６９（５８）百万円
抗菌剤の使用機会を減少させるため、感染症を予防するワクチンや、抗菌剤の代

替となる薬剤及び飼料添加物の開発・実用化を支援します。
補助率：定額

事業実施主体：民間団体等

３．養殖水産分野における指導体制の構築 （消費・安全対策交付金で実施）
１，９１０（１，８１０）百万円の内数

養殖水産分野において抗菌剤の適正使用を指導する体制を構築するため、都道府
県の魚類防疫員等に対する研修を実施します。

交付率：1/2以内
事業実施主体：都道府県

［お問い合わせ先：消費・安全局畜水産安全管理課（０３-６７４４-２１０３）］

［平成29年度予算の概要］


